
 

 本格的な冬になり、ストーブなど火気の使用が増え、空気が乾燥してく

ると、火災の発生する可能性が高くなります。この時期に多い火災原因の

ひとつが、暖房器具によるものです。ちょっとした心掛け次第で未然に防

ぐことができる場合も多くあります。また、暖房器具から火災が発生する

場合の多くは、使用者の｢誤使用・不注意」が原因です。自宅を守る、 

あるいは近所の人々を巻込まないために、暖房器具は正しく使用し、取り

扱いには十分注意しましょう。 

 

 

 

★石油・電気ストーブの注意点★ 

 使用中にポンプで灯油を入れた際、灯油がこぼれ火災に至った事例や、

ストーブの近くで干していた洗濯物が落下し、火災に至った事例がありま

す。電気ストーブについても、見た目は炎が無く安全そうに思えますが、

石油ストーブと同様に高熱を発することに変わりはないので、使用の際は

注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 



・灯油を石油ストーブに給油する時は、必ずストーブの火を消しましょう！ 

 

          

 

 

・ストーブの上や近くに洗濯物を干さないようにしましょう！ 

 

          

 

 

 

・外出や寝る前には必ず消す！若しくは電源を切りましょう！ 

          



・ストーブの近くにスプレー缶等を置かないようにしましょう！ 

 

          
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ＝＝３ 

これらはすべて、火災

につながるとても 

危険な行為です。  

絶対にやめましょう。 

みんなで火災ゼロ

をめざしましょ

う！！ 


